
  

 

 

 

 

  

 

 

 

通級指導教室では、各学年の児童生徒の発達に応じて、聴能指導、言語指導、適応指導などの

きめ細かい指導を行っています。今回の通級だよりでは、小学校低学年、中学年、高学年、中学生の

それぞれの授業の様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡聴覚特別支援学校 

通級指導教室 

20２５年９月号  編集杉山 

高学年は、難聴につい
て伝えたい相手、内容、
方法を自分で考えなが
ら難聴理解授業の計画
を立てて、準備に取り組
んでいます。準備を進め
る中で、改めて自分の聞
こえについて確認したり、
調べたりして、自己理解

を深める時間にもなって
います。（芦澤） 

２学期の行事予定 

10月１８日（土） 第２回通級生の集い 
今回は、『本校生や通級生との交流』『調理』『先輩の話を聞く会』等、 
楽しい活動を予定しています。ぜひ御参加ください。 

小学校低学年は、
補聴機器を大切に扱
うことについて学んで
います。また、３ヒント
クイズや誰が何をし
たゲームなど、遊びを
通して言語表現の幅
を広げる学習にも取
り組んでいます。 
（久永） 

中学年になり、自
分の聴力や補聴器
の仕組み、手入れ
の仕方の学習が始
まりました。難聴理
解授業で友達の前
で発表することが
できました。（杉山） 

小学生の指導 

中学生の指導 

1年生 

中学生は、自分の聞こえ方の

特徴や必要な配慮・支援につい

て、理解を深めたり発信したりす

る学習に取り組んでいます。友

達と一緒に、聞こえにくい場面や

必要な配慮についてグラフに整

理することで、個によって必要な

配慮には違いがあることを知る

ことができました。自分にとって

必要な配慮を周囲の人に伝え

たり自分で工夫して情報を得た

りすることが出来るようになって

きました。（田辺） 

補聴器の仕組みは～ 

高学年（５年生） 

中学年（3年生） 

低学年（１年生） 



 

  デフリンピックの開催が近付いてきました。デフリンピックは、聴覚に障害があるアスリートのため

の国際スポーツ大会です。2025年の大会は、第 25回夏季デフリンピック競技大会として、日本で

初めて開催されます。今回は、100 周年の記念大会でもあります。静岡聴覚特別支援学校の卒業

生４人が日本代表選手として出場します。皆様もぜひご覧いただき、一緒に応援しましょう。 

【 期間 】１１月１５日(土)から１１月２６日(水)までの１２日間 

【 会場 】東京都内を中心に、福島県や静岡県でも一部競技を実施 

【競技数】２１競技：陸上競技、バドミントン、サッカー、水泳、卓球、レスリング、バスケットボール等 

 

 

 

 

 

 

大会のことや出場選手について調べ学習を行う中で、「同じように聞こえにくさがある人達の頑

張りを知ったので、僕も頑張ろうと思う！」「自分が好きな種目のデフスポーツを見てみたい！」「ルー

ルや使用する道具に違いがあるのか調べたい！」と、興味関心を深める姿が見られました。（田辺） 

 

 

 

酒井藍莉選手に 

エールを届けよう！ 

東京 2025 デフリンピックを応援しよう！ 

『デフリンピックって何？』 

『「いつ」「どこ」でやるの？』 

『酒井選手はどんな人？』 

等、気になったことについて調

べました。 

酒井選手から通級生に 

メッセージをいただきました！ 


